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１ 労働災害発生状況
（1）静岡県における労働災害発生状況

静岡労働局や事業者、労働者等が重点的に取り組む事項を定めた中期計画である「第13 次労働災害防止推進計

画」においては、休業4日以上の死傷者数を令和４年までに5％減少させることを目標に設定していましたが、約

１割の増加となり、転倒が約4分の1、動作の反動・無理な動作を合わせ4割、墜落・転落が2番目に多い。

○ 「転倒」が26％

○ 腰痛などの「動作の反動・無理な動作」が14％

○ 令和4年の死傷者数は平成29年比で9％増

労働災害の発生原因（令和4年）

出典：労働者死傷病報告

転倒 (26%)

墜落・転落(16%)

動作の反動、

無理な動作 (14%)

はさまれ・巻き込まれ 13%

切れ・こすれ 6%

交通事故（道路） 5%

その他 923 (20%)

労働災害の推移（令和5年3月確定値）

※新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く

出所：労働者死傷病報告

4,186

4,429
4,454

4,354

4,440

4,547

3,700

3,900

4,100

4,300

4,500

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

(確定)

目標値：
５年で2017年の5%以上減少
（令和4年に3,976人以下） 3,976

4



１ 労働災害発生状況
（1）静岡県における労働災害発生状況（令和５年）※暫定値

令和５年における静岡県内における休業4日以上の死傷者数は4,093人で、前年同期比6人減少となっており、

転倒が約4分の1で最も多く、墜落・転落、はさまれ・巻き込まれ、動作の反動・無理な動作の順に発生してい

る。

○ 「転倒」が26％

○ 腰痛などの「動作の反動・無理な動作」が13％

労働災害の発生原因（令和5年）※暫定値

出典：労働者死傷病報告
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１ 労働災害発生状況
（2）小売業における労働災害発生状況

静岡労働局や事業者、労働者等が重点的に取り組む事項を定めた中期計画である「第13 次労働災害防止推進

計画」においては、小売業の休業4日以上の死傷者数を令和４年までに平成29年より減少させることを目標に

設定していましたが、約3割の増加となり、転倒が約4割、動作の反動・無理な動作を合わせ5割を超えた。

○ 「転倒」が39％（うち骨折などにより約64％が休業１ヶ月以上）

○ 腰痛などの「動作の反動・無理な動作」が15％

○ 令和4年の死傷者数は平成29年比で29％増

労働災害の発生原因（令和4年）

出典：労働者死傷病報告
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労働災害の推移（令和5年3月確定値）

※新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く

出所：労働者死傷病報告
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１ 労働災害発生状況
（2）小売業における労働災害発生状況（令和５年）※暫定値

令和５年の小売業における休業4日以上の死傷者数は490人で、前年同期から微減となっている。

内訳は、転倒が約3分の1、動作の反動・無理な動作を合わせ約5割。

○ 「転倒」が38％

○ 腰痛などの「動作の反動・無理な動作」が13％

労働災害の発生原因（令和5年）

出典：労働者死傷病報告
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１ 労働災害発生状況
（３）転倒災害発生状況

○ 令和４年の転倒による死傷者数は

平成29年比で34.1％増

静岡県の転倒災害の推移

データ出所：労働者死傷病報告（令和5年）

静岡県の性別・年齢別転倒災害発生状況

（令和5年）※暫定値

○ 高年齢になるほど転倒災害は増加傾向となり、

高年齢の女性の増加率は特に高い
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※新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く

出所：労働者死傷病報告
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2 第１４次労働災害防止計画

9

〇第１４次労働災害防止計画の最重要課題

１ 建設業における死亡災害の撲滅

２ 転倒災害の増加傾向への歯止め

３ 外国人労働者の労働災害の減少

４ ストレスチェック制度のさらなる浸透

達成度合い等の把握のため、県内の事業場を

無作為抽出し、毎年抽出された事業場あてに

アンケートを行う予定。



3 SAFEアワード
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